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在宅看護論実習における学生の学びの一考察
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要旨

在宅看護論実習で、看護師に同行訪問した事例において学生が着目する対象や看護の関わりの

場面と学びを明らかにし、本学の実習目的・目標と照らし合わせながら、考察した。在宅看護論

実習を終了した学生8名に、半構成的面接を実施した。

その結果、学生全員が2度同行訪問をし、アセスメント、看護計画立案までした対象の場面を上

げた。学生は[様々な療養者・家族に気づく 1[見ることで今まで感じなかった疑問を抱く 1[看

護師の技術・関わりを通して学ぶ]ことを行っていた。これらを基本に実習での学びを深めてい

ることが示唆された。半構成的面接により学生が着目する対象や看護の関わりの場面と学びをレ

ポートや記録だけではなく、言語化し、明らかにした。
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1.はじめに
在宅看護論実習を通して、学生が在宅看護の特搬

やその対象である療養者と家族について理解を深

め、看護の役割について学びを深めていけるかは、

在宅看護を担当する教員の重要な課題である。 1996

年に看護基礎教育カリキュラムに在宅看護論が導入

されて、16年が経過した。在宅看護論実習の主力は、

訪問看護ステーションでの実習となる。そこでは学

生が単独で訪問を行うことはなく、看護師に同行し

て看護実践の場に参加して対象や看護の関わりを観

察したり、一部を援助するというのが一般的である。

それを踏まえて在宅看護論実習に関する研究で

は、 QOLを考慮した記録用紙の工夫などによる学

習効果の報告1)、複数の療養者宅を訪問する実習と

l事例の療養者を受け持ち、援助を考える実習の学

習効果 2) などが報告されている。また、これまで

に実習記録やレポートの分析により、学生が学んだ

内容についての研究も多い 3)4) 5)。しかし、学生が

着目する対象や看護の関わりの場面と学びを明らか

にするという視点から半構成的面接を行った研究は

見当たらなかった。そこで、本研究では、個々の学

生の学びに着目し、明らかにする。在宅看護論実

習の中で看護師に同行訪問した事例を通して何を
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感じ取っていたのかを報告していきたい。

n.研究目的
在宅看護論実習の訪問事例の中で、学生が着目す

る対象や看護の関わりの場面と学びを明らかにす

る。その上で本学の在宅看護論実習の目的・目標に

照らし合わせてどのように学んでいるのかを考察

し、明らかにする。

<在宅看護論実習の概要>

1.実習目的

様々な健康上の問題や課題を持って地域で

生活する人々とその家族について理解し、在

宅看護を実践するための基礎的能力を養う。

2. 実習目標

1)地域で生活する療養者とその家族が持つ健

康上の問題や課題と生活との関連を理解

し、必要な支援を考えることができる。

2)地域で生活する様々な健康の段階にある

人々とその家族に対する看護の役割と特徴

を理解する。

3)健康上の問題や課題を持って生活する人々

を支える社会資源や保健医療福祉の役割・

機能を理解する。

3.在宅看護論実習の内容

lグループは 12人ずつで、 1訪問看護
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ステーションに 2名ずつ、 6ヶ所の施設を

使って実習する。 アクールの実習で計84

名が実習となる。

また lクールは 12日間で構成 (表1)

されており 、保健所 3日問、福祉事務所 1

日間、訪問看護ステーション 6日間、 学内

中間・最終カンフ ァレンス 2日間である。

訪問看護ステーションでの実習は看護師に

同行して、対象者と看護の関わりの場面に

参加する。2週にわたり、 1名を受け持ち

表 1 実習計画

第 1週 第 2週

事例として初回訪問とカルテか ら情報収

集、アセスメント、 看護計画立案を行い、

看護師に同行して再度訪問し、看護の場面

に参加する。計画の一部を出来るところを

手伝いながら観察を通して評価する。その

他に複数の療養者宅の同行訪問をし、同様

に看護の場面に参加し、一部を出来るとこ

ろを手伝いながら訪問看護について理解し

ていく 。

第 3週

保健所実習 中間カンファレンス ・個別指導 福祉事務所実習

¥ 訪問看護実習 最終カン77レンス ・個別指導

↑ 訪問看護実習
3 

↓ ¥ 
n 

皿.研究方法 面接内容の録音記録から逐語録を作成した。

l 対象平成 21年度前期に在宅看護論実習

を行った 3年生 8名

選定方法は、 4月の全体オリエンテーション

で3年生全員に研究についての説明と協力の依

頼をした。学生に研究者の面接日を提示し、公

募したところ、8名の参加希望者があった。予

定では 6名であったが、参加希望者全員に対し

て研究の依頼をし、承諾を得た。

2 調査期間平成 21年7月

3 調査方法 -調査内容

調査方法は、学生に調査の目的や方法を説明

し、同意を得られたものに調査票の記入後、イ

ンタビューガイドに基づいた半構成的面接を実

施した。調査は、家庭看護実習室の一角で外部

からの接触をなくし、圧迫感のない、ゆとりあ

るスペースで、行った。面接は、共同研究者と二

人で l人20-40分程度であった。

調査内容は、「実習を受ける前」の学生の背景、

「実習を通して学んだこと」の学びとなった対

象や場面、着目した理由、看護師の看護実践、

自分の思い ・感じたこと、学んだことである。

4 分析方法 以下の手順に従って分析を行つ

た。
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データ分析は、在宅看護論実習から学生が実習

を通して学んだことに焦点を当てて、要約的内

容分析 6)を参考に行った。

学生の言葉に留意しながら、学びに関連のあ

る文脈を取りだし整理し、内容を抽出した。次

に文脈ごとの意味を何度も読み返し、抽象度を

上げてサブカテゴリーを作成した。さらにサブ

カテゴリーの相違性及び類似性に注意しながら

分類、整理し、カテゴリーを作成した。分析作

業は研究者間で同意が得られるまで繰り返し、

データ分析の信頼性の確保に努めた。

その内容が本学の実習の目的 -目標に沿って

学べているか、考察を行った。

5 倫理的配慮

実習終了時において、文書と口頭で、研究の趣

旨を学生に説明し、同意を得た。

また、その|祭、研究への協力は自由意志であ

り、参加拒否の権利、途中棄権の権利もあるこ

とを文書と口頭で説明した。謝礼として図書券

を提供した。また、成績とは一切関係のないこ

とと、逐語録の内容確認を本人に依頼し、分析

および公表の了解を得る。個人が特定されない

ように匿名化に配慮した。



本研究は川崎市立看護短期大学研究倫理審査

委員会設立移行期のため、調査が先行したが、

審査を受け、平成 24年 12月5日付で承認を得

た。

N. 結果
1.学生の背景

対象となった学生は8名で、年齢は20歳代6名、

30歳代2名である。男性は l名で 20歳代であっ

た。

2.学びとなった療養者の状況及び場面(表2)

全員の学生が学びを深めた l場面として取り上

げたのが、実習期間中 2度訪問をした受け持ち事

例であった。初回訪問とアセスメント、看護計画

立案後、再訪問を行った。学びとなった療養者の

状況及び場面を表2に示す。

表 2 学びとなった療養者・介護者の状況及び場面

学びとなった療養
療養

介護者の
学生 者の 場面

者の状況
性別

有無

有・娘 2人
介護者にがんがわかって看護師に相談して

A 高齢・寝たきり 女性 受け持ち事例
いる

難病・ターミナル・
有・妻B 男性 看護師が口腔ケア、吸引を行っている 受け持ち事例

甲車下障害

有・夫
看護師が療養者や家族に胃ろうがどういう

C 低栄養状態 女性 受け持ち事例
ものか説明している

女性 有・娘 2人
看護師が先週より皮膚の状態が良くなって

D 高齢・寝たきり 受け持ち事例
いると介護者に伝えている

E 高齢・寝たきり 女性 有・夫 介護者がケア中に手を握って介助している 受け持ち事例

女性 有・夫
看護師が療養者と家族の両方の体調を気遣

F AL S  受け持ち事例
っている

有・夫
療養者が足の症状について看護師に相談し

G 高齢・糖尿病 女性 受け持ち事例
ている

認知症・自力排便困
有・妻H 男性 看護師が摘便を行っている 受け持ち事例

難

3.学生の学びの内容(表3)

コードは 25個、サプカテゴリーは 9個、カテ

ゴリーは3個に分類できた。なおコードは内容が

類似、重複しているものは整理した。

以下、カテゴリーを[ トサブカテゴリーを

く 〉で表現する。

カテゴリーは[様々な療養者・家族に気づく]、

[見ることで今まで感じなかった疑問を抱く]、[看

護師の技術・関わりを通して学ぶ】であった。学

生の気づき・疑問・学びのカテゴリー、サブカテ

ゴリ一、コードを表3に示す。

1) [様々な療養者・家族に気づく]

学生は実習を通して、く介護者の心情に思いを

寄せ、感じる〉こと、く他の家族とは異なる家族

介護の様子を感じる〉ことが得られた。さらにく

療養者と家族の両方を見ていかなければならない

と学ぶ〉と分かった。

2) [見ることで今まで感じなかった疑問を抱く]

病棟ではなく、家庭に訪問して療養者と家族の

関わりも見る中で、〈療養者と家族の関係の中で

疑問や思いを抱く〉こと、生活の場の中で実際に

行われるケアをみて、そのことがどうして行われ

ているか最初は分からず、く在宅における看護技

術について疑問を抱く〉ことが得られた。

3) [看護師の技術・関わりを通して学ぶ]

療養者や介護者の観察とさらに看護師の関わり

を観察していく中で、く在宅介護の維持・向上に

は看護師のサポートが必要と学ぶ〉、医療の説明

ゃいきなり発生した問題に対してく看護師の関わ

りと療養者・家族の様子を見て学ぶ〉、また在宅

看護で行われる実際の看護技術をみる中でく必要

な援助技術の根拠について納得する〉が得られ
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表 3 学生の学びの内容

カテゴリー サブカテゴリー コード

-介護者が手術になるという話を聞いて、私自身もすご

いショックだった。

-介護者は、自分のことよりも介護のことを心配をして

介護者の心情に思いを寄
いたので強いなぁと感じた。

せ、感じる。
-自分の時間も自分なりに作れていたし、愛情を持って

面倒みている人もいるんだなあと感じた。

様々な療養者・家族に気
-今ある状況に、自分なりの方法で、ケアが出来ている

づく
ことに、前向きな気持ちゃ、すごいと感じた。

. (家族が疲労していて)それまでは訪問看護師がいく
他の家族とは異なる家族

と、そばに付き添って見ている家族の方がほとんどだっ
介護の様子を感じる。

たので、ここはちょっと違うなと思った。

療養者と家族の両方をみ
-家族は、療養者とまた違う視点で、両方を同時に見

ていかなければならないと
ていかなくてはならないと学んだ。

学ぶ。

-アセスメン卜した事例は反応がない方だったので、本

当になぜ(介護を)続けていけるのかなって最初は恩つ

たのが本音でした。

療養者と家族の関係の中 -療養者と家族の意見が異なった場面で、看護者とし

で疑問や思いを抱〈。 て、一人の人間として(何とかしなければいけなかった

のではと)感じた。

-学生は療養者の気持ちを受け止めるかかわりが必要

ではなかったかと疑問が残った。

見ることで今まで感じなか -吸引カテーテルが、学校では使い捨て無菌パックだ

った疑問を抱〈 が、在宅ではミルトンにつけてあり、消毒はしであるけど

無菌ではないと思って、それでも気管に入れて使うのは

本当に良いのかなと感じた。

在宅における看護技術に -吸引カテーテルの管理の仕方で療養者の体調に異

ついて疑問を抱〈。 変がないしと思う反面、在宅は経済面もあってそういう

方法なのかと戸惑った。

-摘便をする時に嫌だと暴れる患者さんを見て、「どうし

て嫌だって思っているのに摘便が必要なんだろう」って

疑問に思った。
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-看護師がフィードバックを家族に行うことでより介護力

が向上して、笑顔が見られたため重要なことだと感じ

Tこ。

-家族が継続的に介護出来るように、家族に対しでも

ケアを行っていかなければいけないと学んだ。
在宅介護の維持・向上に

-他の学生の訪問で老々介護で、愛情が見られたと聞
は看護師のサポートが必

いて、家族の中で愛情があるから続けていけるのか、
要と学ぶ。

やっぱり看護師さんが関わっているから続けていけると

実感した。

-実際に家族や療養者さんを見て、在宅看護では家族

との関わりの方がむしろ大事なんじゃないかと思えるく

らいだった。

-いきなり発生した問題に対して、看護師は優先順位

を教えたり的確なアドバイスをしていてすごいと思った。
看 護 師 の 関 わりと療養

-常に患者さんの回線で説明していく三とも、看護師の
者・家族の様子をみて学

役割だと強〈感じた。
ゐ、。

-新たな医療を説明する時は、療養者や家族がきちん
看護舗の技術・関わりを

と理解したかを確認することが大事だと学んだ。
通して学ぶ

-口腔ケアで汚れが取れたり、吸引して食物残漬が引

けるのを実際に見て、こういうことが大事なんだとわか

った。

-下剤だと、その後の処理を介護者が行うようになって

在宅看護で必要な援助技
しまうため、看護師がいる聞に、摘便して排便を行う事

が介護者にとって負担なく介護できる、という点で必要
術の根拠について納得す

な援助なのだと学んだ。
る。

-在宅の吸引力テーテルの管理の仕方で、看護師に疑

問も話せたし、助言も得られ、エピデンスが必要と指導

をもらえたことで学べた。

-教科書で覚えた細切れな知識が、間近で実体験でき

たことで、納得し、つながった。

-疾患についての勉強がたりず、療養者の何を見てケ

在宅看護を行うには疾患 アを考えていけばいいのかが、わからなかったと実感し

の知識と見方が大切だと た。

学ぶ。 -糖尿病を持っている療養者の何を見なければいけな

かったのかということをカンファレンスの時に学んだ。
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た。さらにほぼ一人で訪問し、その時々の訪問で

的確に判断、アセスメント能力が要求される看護

師の姿を見て、〈在宅看護を行うには疾患の知識

と見方が大切だと学ぶ〉が得られた。

V.考察
学生が実習を通して、着目する対象や看護の関わ

りの場面と学びについて考察した。

まず学生は[様々な療養者・家族に気づく 1[見

ることで今まで感じなかった疑問を抱く 1[看護師

の技術・関わりを通して学ぶ]ことを基本に実習で

の学びを深めていることが分かつた。

1.[様々な療養者・家族に気づく]

学生は療養者、家族に着目している。他の科目で

はほとんどが病棟実習のため、家族と関われる時間

も限られるが、在宅へ訪問することで療養者だけで

なく、家族をみる機会が多くなる。

学生は家族に着目し、「介護者の心情に思いを寄

せ、感じる」こと、「他の家族とは異なる家族介護

の様子」を感じている。また様々な状況で生活する

複数の対象を訪問する中で「療養者と家族の両方を

見ていかなければならない」と学んでいる。療養者

と家族を見る中で、家族の存在がいかに重要で影響

を及ぼすものか「気づく」のだと考えられる。

さらに「学びとなった訪問対象と場面Jでは学生

全員が受け持ち事例をあげたことから情報収集し、

アセスメント、看護計画立案をし、 2度訪問するこ

とで対象と深く関わり、療養者や家族をみる視点が

深められていく。また時間をおいて 2度訪問するこ

とで療養者と家族の違った日常の側面や健康状態の

変化を見ていくことにより、療養者と家族を見る視

点がさらに深められていくと考えられる。

本学の在宅看護論実習ではアセスメントツールに

ロイの看護理論を基本とした記録用紙を用いてい

る。さらに家族に視点を置いて『家族の状況』とい

う項目を加えて使用している。また看護計画を 3つ

立案するよう指導しており、その中の lつは家族に

対する支援を考えてくるよう指導している。入院中

は患者のアセスメント・計画が主であったが、家族

にも焦点を当てて、アセスメント、計画を立案、再

訪問でさらに家族に関わる援助を一部実施していく

ことで「様々な療養者・家族に気づく」と考えられる。

以上から在宅看護論実習では、複数の療養者宅を

訪問する実習と l事例の療養者を受け持ち、情報収

集し、アセスメント、看護計画立案する実習の両者

を行うことの学習効果は高いと考えられる。

2. [見ることで今まで感じなかった疑問を抱く]

ほとんどの学生にとって、在宅看護の場面をみる

ことは初めての経験となる。学生は様々な療養者や

家族が生活する在宅看護の場を見ることで今まで感

じなかった疑問を抱いていた。

学生は「療養者と家族の関係の中で疑問や思い」

を抱いていた。反応のない療養者を介護している家

族をみて、「なぜ(介護を)続けているのか」など

疑問を抱き、短時間の訪問の中で考え、その場をさ

らに深く見ることで学びにつながっていくと思われ

る。さらに在宅での吸引カテーテルの管理方法や摘

便について、「在宅における看護技術について疑問」

を抱いていた。学内や病棟では 1回1回使い捨ての

無菌パックを使用していたものが、気管カニューレ

を消毒液につけてあるが、「ミルトンにつけてあり、

消毒はしであるけど無菌ではないと思って」や、摘

使による排便コントロールについても「どうして嫌

だと思っているのに摘便が必要なんだろうJと疑問

に，思っている。これらのことは、初めて在宅での吸

引や摘便を経験する学生にとっては当然の思いであ

り、疑問から発生して、それを解決するための行動

が生まれるきっかけになると思われる。

吸引カテーテルの手技については宮崎ら 7)は(吸

ヲJ)チュープ管理は、使い捨て、消毒(薬液/煮沸)

などさまざまな方法がある。介護者の負担や経済性、

安全性を考慮して選択していく必要があると述べて

いる。学生も療養者の体調不良もみられず、また看

護師からエピデンスを持った説明を受けることでそ

の後、疑問は解消している。同様に摘便による排便

コントロールに関しでもその思いを教員に話すこと

で、指導を受け、療養生活を継続していくにあって

の必要性について納得できている。

学生は在宅看護の場面を「見ることで今まで感じ

なかった疑問を抱く」ことが分かった。その疑問は

病棟との比較であったり、療養者と家族の関わりで

あった。そのことに対して、学生の感じた疑問を機

会を逃さず、表現できるようにし、そこを基盤に納

得し学びを深めていけるように、疑問を共有して関

わることが重要であると分かった。

3. [看護師の技術・関わりを通して学ぶ]

学生は看護師の技術や関わりを通して学んでい

る。
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療養者と家族の関わりや看護師の関わりから「在

宅介護の維持・向上には看護師のサポートが必要」

と学び、ポジテイブフィードパックの重要性や家族

との関わりの大事なことを学んでいる。このことは

様々な療養者と家族を見るだけでなく、 2度訪問す

ることにより時間間隔をおいた療養者と家族の変化

を見ることで、看護師の関わりの重要性を実感する

ことになると考える。そして「看護師の関わりと療

養者・家族の様子」をみて学び、看護師が優先順位

を教え、新たな医療を提供する時は理解したかを確

認することの大切さを学んでいる。さらに口腔ケア、

吸引の実際をみることで「在宅看護で必要な援助技

術の根拠」について納得している。また摘便して排

便コントロールを行うことが介護者に負担なく介護

できるという点で必要な援助と学んでいる。また「在

宅看護を行うには疾患の知識と見方が大切だ」と学

び、疾患の勉強が足りないとケアを考えられないこ

と、カンファレンスで看護師に指導されることで、

学びへの意識付けになったことが分かった。学生

は「看護師の技術・関わりを通して学ぶ」こと、そ

の前後で看護師と話をしたり、カンファレンスで場

面を共有することで学びを深めていることが分かっ

た。特に在宅看護論実習で同じステーションで同行

訪問を繰り返していく中で、看護師が行う療養者と

家族との具体的な信頼関係の築き方や関わり方、看

護技術の提供の仕方を見ていく。そのことで、看護

師と学生の距離が近くなり、疑問や質問を聞きやす

くなると思われる。

その上で的確に行われる看護師の学生への関わり

やカンファレンスでの助言は、学生にとってより受

け入れやすく、理解しやすいものとなっていると考

えられる。

以上から在宅看護論実習は、同行する看護師に学

生の学びが大きく影響を受けると考えられる。その

ため、教員が看護師と学生との関係で特に気をつけ

ることとしては、同行する看護師と学生の最初の出

会いがスムーズにいくように配慮したり、実習が深

まっていく中で看護師と学生の関係が良好に保てる

ように調整や見守りをしていくことが大切である。

4.本学の実習目的・目標に照らし合わせての学び

目標の1)の地域で生活する療養者とその家族が

持つ健康上の問題や課題と生活との関連を理解し、

必要な支援を考えることができるについては、全員

の学生が受け持ち事例を挙げたことで、 2度訪問し、
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アセスメント、計画立案をする中で目標達成に向け

て、多くを学びとっていることが伺えた。療養者の

みならず、家族へも視点を向け、関わりを考えて学

びを深めていることが分かった。目標の 2)の地域

で生活する様々な健康の段階にある人々とその家族

に対する看護の役割と特徴を理解するについては、

療養者や「家族の心情に思いを寄せ感じたり」、訪

問看護師の支援を目の前で見て「的確なアドバイス

をしていですごい」など対象の健康上の問題や看護

の役割を、その場面を共有・共感しながら学びを深

めていることが示唆された。学びを深めていく過程

にはそのような共有・共感は重要だと考える。小森

ら8) も看護学生は、在宅看護実習経験を通じ、訪

問看護活動の場に感情移入することで、机上の学習

による暗黙知から、身体・五感を駆使した共有・共

感を獲得する。そして、言語化することによって概

念化し、形式知となって創造されているのではない

かと考えられたと述べている。目標の 3) の健康上

の問題や課題を持って生活する人々を支える社会資

源や保健医療福祉の役割・機能を理解することにつ

いては、今回の研究は学生の着目する対象や看護の

関わりの場面に焦点を当てて行ったため、社会資源

や多職種との連携については読み取れなかった。

以上から在宅看護論実習の目的・目標は、目標の

1) 2)については、概ね目標は達成されたと思わ

れる。在宅看護論実習の学生の学びは、[様々な療

養者・家族に気づく 1[見ることで今まで感じなかっ

た疑問を抱く][看護師の技術・関わりを通して学ぶ]

のようにして深められていくことが示唆された。

本研究は、学生に時間を取って面接をしたからこ

そ聞き取れた内容、深く掘りさげて質問できたこと

も多かった。課題やレポートで文字化することと同

時に学生の思いを言葉としても言語化することで学

生の漠然としていた考えが明確になった。

VI.結語

本研究は半構成的面接の中から在宅看護論実習を

行った学生が着目する対象や看護の関わりの場面と

学びを明らかにした。本研究を通して学生は、在

宅看護という今まで見ることのなかった実習から

[様々な療養者・家族に気づく 1[見ることで今まで

感じなかった疑問を抱く 1[看護師の技術・関わり

を通して学ぶ]ことで学びを深めていた。また概ね

実習目的・目標が達成されたと思われる。在宅看護



論実習は病棟実習が主となる科目と異なり、看護師

に同行し、看護師の関わりを見ることが中心となる

実習である。今後もその特性を踏まえた教育の在り

方について研究を行い、教育方法について考えてい

く必要があると感じる。

四.本研究の限界
本研究は積極的に研究参加を申し出てくれた学生

を対象としたものであることから、その学生の経験

や学びの内容に偏りがある可能性が考えられる。ま

た研究データが3年前で時聞が経過していることも

踏まえ、今後研究が必要である。
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